
       ８日（水）クラブ 

フォローアップ教室 

１４日（火）市立博物館見学（３年） 

１５日（水）見守り強化の日 

      委員会 

      フォローアップ教室 

１６日（木）授業参観・学級懇談会 

１７日（金）新入児保護者説明会 

２０日（月）ものづくり（１年） 

２２日（水）フォローアップ教室 

２３日（木）お別れ遠足（６年） 

２４日（金）漆器づくり見学（４年） 

２５日（土）書初会展示会（～２６日） 

２６日（日）もちつき大会 

２８日（火）６年生を送る集会 
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節分、春分も過ぎ、季節は春へと日に日に近づいて参ります。学校では、今の学年のまとめを

し、新しい学年を迎えるための準備をしっかりしているところです。 

先日、県ＰＴＡの研修会での講演「親ばかのススメ ～子どもの才能の見つけ方、伸ばし方～」 

辻井 いつ子さん（ピアニスト辻井伸行さんの母）の内容が、子育ての参考になることでしたの

で、一部紹介させて頂きます。この方は、大変「ポジティブ」な考えが先行していて、常に、悲

観的になるのでなく、上を向いて活動し、サポートしてこられました。盲目だからと難しく考え

ないで、行きたいところに連れていく。視覚以外にも彼なりに感じるものがあるはずと、実際に

体験し感じ取ることを大事にされていました。以下、講演の概略をご紹介します。 

 自然体で育てることが大事。彼の才能に気づいたのが、2，3歳の時。C D が好きで、特に、シ

ョパンの「英雄ボロネーズ」を聴くとテンションが上がった。何か一つ自分の好きなこと、心の

支えになるものが見つかるといいと思っていた。 

 おもちゃのピアノを弾いていて、「ジングルベル」を聴くとすぐに弾けている。「スゴイ，スゴ

イ！弾いて、弾いて。」と頼むと得意そうに弾いてくれた。有名になってほしいなんてこれっぽ

っちも思っていなくて、「いつも彼の笑顔を見ていたい」そんな思いだけだった。ピアノを習う

のも、基礎から（バイエル等）ではなく、楽しい曲が弾けるように教えてほしいと、お姉さんの

ような優しい先生にお願いした。彼は、いつもピアノで遊んでいた。 

母親自身は、小学校の時、打ち込めるものが何もなかった。この子は打ち込めるものがあるか

らすばらしい！両親は、ピアノのことを分からないから、指摘したり指導したりできない。しか

し、それをしていたら彼は、ピアノを続けていなかっただろう。子どもは、常に、親にだけは愛

情たっぷりに褒めてもらいたいと思っているものだ。「ほめる」ことは、人間の「やろう」とい

う気持ちを上げるもの。親だから子どもに上から目線で言ってしまいがちだが、これは禁物。子

どもも同じ一人の人間、一人の人格として、対応していかねばならない。一生懸命やっているプ

ロセスが見えた時にタイミングを逃さずその時々に褒める。はじめからアドバイスに入ると、心

のシャッターを下ろしてしまう。聞く耳を持たなくなり、ことばだけが頭の上を通り過ぎていく。 

学校行事に参加することを大事にした。その時しかできない仲間との交流。家族旅行はいつで

も行ける。何を優先するかの価値観を植え付けることも大事。いろいろな場でのいろいろな経験

が彼の感性になって増幅していった。ピアノだけをやっていては、彼のピアノは機械のような音

になっていた。才能を開花させるとは、「ほめる」こと。 

家族だけの力ではなく、たくさんの出会いがあった。中２の時の「佐渡 裕さん」との出会い。 

ダメもとで息子のピアノのテープを聴いてもらう。佐渡さんが息子のピアノを聴いたとき、泣き

ながら息子を抱きしめ、「いつか一緒にやろう」と言ってくれた。パリでのコンサートで一緒に

やれることになった。人との出会いがいろいろなものにつながっていく。人との出会いのすばら

しさ、いろいろな方が手を差し伸べてくれた感謝の気持ちを忘れない！  

 人間の持っている可能性のすばらしさを我が子から教えてもらった。前例がないということで、

やめてしまっては、その先がない。その人が持

っている可能性は、誰にも見通せるものではな

い。親である私たちが可能性を信じなければ誰

も信じない。「あなたなら絶対できるから」と

応援する。親の価値観で物事を決めてはダメ。

子どもは世の中の宝。やりたい事をあきらめな

いで思い続けることが大事。 

 はじめから才能を見抜き勧めたのではなく、

子どもの思いを大切に、子どもと一緒に成長し

ていった母親の姿が感じられました。今子育て

で悩んでいる方もいらっしゃるでしょうが、今

のこの時期は今しかなく、子どもに寄り添える

のも後しばらくです。この時間を周りにいる

方々（地域、学校、家族）の力を借りながら、

一緒に楽しみ、喜び、叱り、みんなで輪を広げ

て行きたいものです。その中心に学校が成れれ

ばと思っています。そのためにも、地域、保護

者の方々のご協力を宜しくお願いいたします。 
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